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浅海定線 調査

安部恒之・矢持進d城久

浅海定線調査測定位置この調査は、国服補助瓶業として全国的に

行われている漁海況予報躯業の中の浅海定線

調査として、内湾の富栄養化現象と漁場環境

の把掘を目的に昭和47年から実施している。

鯛査実施状況

､1．調査地点

大阪湾全域20点（図1参照）

2調査項目

一般項目（水温、塩分量、透明度、水色、

気象）

特殊項目（溶存酸素、PH、COD、

NH,-N，NO,-N，NO,-N、PO,-P、

Total-P、プランクトン、クロロフィル）

*NH,-N，NO,-N、NO,-N，NÔ -P

はろ過水を測定

四宮

3．調査回数一

一般項目……毎月1回

特殊項目……年4回（2，

5，8，11月）

4．測 定肘

水温・塩分量…0，5，10，

20，30m

底層

特殊項目……表屑、底嫡

5．淵査船

船名･…･･はやて(3997

トン､230馬力）

船長…･･･戸n明美

”

壷
喜
叫

Oごｸマ

図－1浅海定線測定図
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機関長･…･･榊昭彦

乗組風……奥野政粥・辻利幸

調査結果

一般項目測定結果を付表1に、特殊項目測定結果を付表2に、プランクトン検鏡結果を付淡3に

示す。また、水温、気温の平年偏差を図2に、塩分の平年偏差および降水鼠の変化を図3に示す(水

温、塩分の平年値としては全点、全層平均の月別7年平均値を用いた)。さらに栄養塩等の衷底個

別平均値の変化を図4に、2，5，8、11月における栄養塩等の水平分布を図5－(1)～(4)に示す：

２
１
１
２
一
一

水
型 ､Ⅶ

２
１
１
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一
一

気
型

｡平年値は1972～1978年平均

･気温は大阪府気象月報による

図2水温、気温の平年偏差
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図3垣分（平年偏差）と降雨鼠の変’
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ブイロボットによる海況の自動観測
。
津
『

安部恒之・城久

48年3月、1Nの捕助を受けて大阪湾に設置した海況自動観測ブイによって水温、塩分、PH、

流向、流速、気温の迎続観測をおこなっている。この連院観測データを解析することにより船舶に

よる観測では把握できない海況変動の実態をあきらかにし、赤潮発生等水質汚濁現象を監視するこ

とが可能である。

設置場所

（ブイ局）

大阪府泉佐野市阪南椎泉佐野沖防波堤灯台より真方位290.Skin(N3426'54',

E13516'09*)水深18m

（艦地局）．‘

大阪府泉南郡岬町大阪府水産試験場内
罰

和川

岩股

藤
崎

仮屋

ブイ局
ヘミP

設撒場所
ブイ局泉佐野沖防波堤k

より典方位2卯｡,｛
水深18m.泥質

ノパ地ﾙﾘ大阪府泉南郡岬田
大阪府水産試験必

洲

台
師

z震面識)曜鰯
昌

一

一

一

一

一

亜

醒

二

昌

一

友ケ』；

Ｎ
４
斗
ｌ
’

20km
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1980年（昭和55年）
図1水凪、塩分、PHの日平均値の変化（プイロ報プト）
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観 測 項 目 等

。（表府…･…･･－1，1）水温、塩分、PH、流向、流速

。（底噛･…･…･一17in)水温、塩分

｡………･………･………･…気温

毎正時1日24回観測

システムの擬要

このシステムは海上に設世された観測ブイ局と、陸上においてデータを受信し印字する避地局に

より椛成される。

ブイ局は測定器、電子回路、無線逓送樋器、電池等を搭戦したアルミ製のブイ本体とで椛成され、

ﾉ!§地局からの指令で観測し、データをデジタルパルス符号に変換し、雄地局に送侭する。

韮地局は、30分、1時間、3時間のいずれかに設雌された時間Ⅲl隔で、ブイ局に観測指令を出

し、受信データを数値変換し、タイプライターで印字する。

これらの操作は、すべて目勤的に行われるが、手動による任意時の観測も可能である。

観測結果

毎時の観測データから、水温・塩分（我、底屑)、PH(表耐）の日平均航を求め、その変化を

ホしたのが図1(折込み）である。なお同図には大阪府気象月報（大阪管区気象台）から日降水雌、

日平均風速の変化を、また浅海定線、水質監視、赤潮パトロール等の分布観測時に測定したブイ底

脳の酸素飽和度も示してある。

図1における水温、塩分、PHの変動の相互的な関係、またそれらと気欺要因、底l簡の貧岐紫現

r象との関連について各年に共通する一般的な特徴は、すでに昭和51～53年度難業報告、および

「海と空」〔第56巻第2～3号（1980）〕零で述べているので、ここでは省略する。

なお、昭和55年度に識人したパーソナルコンピューター（パナフγコムC-15E)によって、

データのファイル化、時系列解析等を進めているが、その結果については別の機会に報告する予定

である。
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気象・海況の定置観測
14

安部恒之・矢持進・城久

この調査は毎日定時に定置観測点の気象海況を観測することによって、漁海況の現況と変動を把

握し、その予測に役立てようとするものである。なお海況は昭和48年から、気象は昭和50年か

ら自動観測化している。

観測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926-1

大阪府水産拭験場(N3419'12'、E1357'24')

観測項目

気象：天候、気温、湿度、気圧、日照n、雨量、風向、風速（瞬間、平均）

海況：水温、塩分(-1mm

観測資料の整理方法’1

データは妃録紙上に迎続妃録されるが、暁取方法としてはF記によった。

気温:03，09，15，21時の41!!]とその平均値および1日の般碕値、般低値

湿度・気圧:09時の値と1日の雌i断、般低値

雨量・日照量:1日積算値

風向・風速：瞬間般高風速と風向､10分間平均の最高風速と風向､および09，15時の平

均風速と風向

水温・塩分：03，09，15，21時の4回とその平均値

観測結果

・水温・塩分以外の観測結果を付表－4に、また結果を整理したものを表－1に示す。

なお、関西電力多奈川第二火力発電所（出力120万kw)が昭和52年4月から拭験操業をm始し、

昭和53年には営業迩転に入ったため、水温データには温俳水の影響があらわれるようになった。

このため、昭和52年4月以降の水棚、塩分観測結果については躯業報告に褐戦していない。しか

し昭和42年に水産試験場が岬町に移転後、この地点で継続してきた水温・塩分の定側観測を中断

することは、大阪湾の海況変動を把握するうえで大きな障害になるものと思われる。そこで発砿所

陳動後の水温（塩分）データについては、なんらかの方法で温排水の影響を除去、棚正して継続利

用できる状態にしたい。その結果は昭和56年度事業報告に載せる予定である。
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大阪湾漁場水質監視調査

城 久 ・ 安 部 恒 之 ・ 矢 持 進

この鯛壷は大阪湾東部海域を定期的に観測することによって流入河川水の動態、赤潮発生状況な

らびに踊肘形成期に底瞬で出現する貧酸梁水塊の消是等を把搬することを目的としている。

1．観測海壊と測定点

図-1に示す大阪湾東

14点

和川

-i
●
預
曲
一

O51O051020ta

図 － 1水質監視調査測定点

水質監視調査定 点 の 位 置

2．国査回数および測定届

1月から12月まで毎月11'旬にl何、計11回(2〃は欠測）観測した。測定肘は表肘と底陀

（海底上1m)の2掴である。
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一一一

3．測定項目
‘I‐

水温、塩分、透明度、溶存酸衆、海水蛍光値、植物プランクトンの出現状況

’
4．項査結果

測定結果の詳細は付表5のとおりである。

これらの項目の|うち水温塩分にか、る検討は浅海定線調盃、ブイ等による海況の自動観測調
査の海況変動解析1こ含まれること、また赤潮プランクトンの出現轍、発生海域は赤潮発生状況謡

査として別項でとりあげているため、ここでは記載しない。

底屈水の貧酸素化は通常表屈水温が急激に上昇する5月から進行しはじめ、7月～8月にかけ
I

て最も発達する。そして海水の鉛吹混合が促進される9月～10月に消滅するのが例年のパター

ンとなっている。この間における底肘水の酸業飽和度の分布を図－2に、東部海域10～14点

の底屑平均値の経過を図－3に示した。

飽和度30彫以下の貧酸索水塊は妓初6月16日に滝奥中部～泉北地先で出現し、7月17日

～31日にかけて湾奥北部を中心に持続している。8月上旬には一旦消滅した後、8月18日に

神戸～西宮地先で、8月27日には湾奥中央部で再現している。

9月16Qには堺沖に小規模な海域が残存するが、その後消滅したものとみられ、10月中旬

には貧酸素化が全域でほとんど解洲している。‘〈

1980年の特徴は飽和度1096以下の強い貧酸素氷塊(無酸紫水塊)が大規模に出現しなかっ

たことであり、夏b日照量の低下､気温が低目に推移したことと関連が深い。また前年に比較し

て当初の貧酸素化の進行が遅く、9月以降の回復が早いとと等が指摘できる。

§唾孟やI

】 、 五 hご

胃‘･‘図－2底価水溶存酸素の海域分布

(1980年､酸素飽和度彫】
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赤潮発生状況 調査
リノf』."

矢持進・安部恒之・城久

この調査は、大阪湾の水質汚濁現象の1つである赤潮の発生を早期に把握し、可能な限り措麗す

ることを目的として§昭和48年度から「赤潮怖報交換那業」の一環として実施している。

国査の方法

発生状況を把握するための梢報収典は以下の方法により行った。

1．4月から10月まで毎月2回、当場調査船による確翌調壷。（図-1)

2．浅海定線調査、魚群鼠調査及び漁場水質監視調斑における確認調査（各々毎月1回実施；

3．赤抑m報交換ﾘ業における協力漁協等による通報‘

一
洗
い珪包

ｌ

淵

hグ

］2【】

図-1赤潮パトロール調査定点図

圃査結果

昭和55年の赤潮発生状況の妃録は表－1．2及び図－2のとおりであるが、その概要は次のよ

うに整理できる。昭和55年は年間28回の赤潮を確翌した。月別には7月に出現頻度が高く、8
1』‘』

件の発生が認められた。例年又季に艮時Ⅲ1にわたって見られる大規模な鞭:甑赤潮は本年便に発生

せず、Scrippsie〃α"0c加ideaが7月末から8月上旬にかけて湾東部と南部海域で卓越した

に過ぎない。（赤潮胸19）本種は昭和43～44年にもブルームが確恕されており、その時は

Peridi"如加〃ochoide"剛として紀戦されている．その他、〃“〃lucasci"〃〃α"sの亦測l

が券季から奥季にかけて6回出現した。

－26－



表－1昭棚55年の赤潮発生＃i:況

－27－

I 兄生確鯉月l： 発生榔域
一ブラック．トン優,'iWと汲火細胞密度←

優， cellsハメ

雌火発』

海域¥5im

被~悪

のｲj無

2月12～261 禰奥域と蝿稲海域

Skeletone醜α“$ﾉ“加川

Hetcrocapsqノrique"a

T加ﾉαssios"α叩

200～30 320 な

Z 3〃5日
神戸和Ill岬と泉lliil

を結ぶ線以外〔の抑以
"“‘γ･と””『γiquelre 3.3×1〔 42（ な

亭
司
も 3/J17～24E 締東部柚ハ&海域 SAEノ“0"姉iacostatum 2.1×10 380 な（

４
引 3月26～28E 淡路島束/;;沖合海域 Noctilucasci〃〃〃α"3 320 な［

’5 4〃8～9LI
神戸と呆火iltを結舟

早■PLL

線以北の師域

Heterocapsαノriquetrc
J■＝11■

Sﾙ〃etone姉αcostal批"
ｳI,

2.9×l’

2.8xlO
460 な’

〔 4月21～28個
神戸和田岬とn噸を

結ぶ線以44の梅域
Skeletone噸αcostat〃肺1 4.0×10 410 な’

７ 5ノ}7～19隅

洲本沖合及び明l¥-~

西宮沖合域を除く掩

東部海域

Sﾙeletonemacosjα“"1

Phizosoleniadclicatula

Asteromonassp.

〃〃話c賊α“がα“

4.8×10

930 な’

‘8 5月22日 淡輪地先海域
HetcrocapsaIrique"a

Cryptomonassp,

4.6×1〔

6.1×10

14 な’

-9 6月10～25個

神戸から泉佐野に至

る掩奥～東部mm

域

O〃卵加discuslutein

J-4,4 ．．．1
1甲Lｮ■』町

8．7×10' 360 な〔

1 6月11～l6E
泉南沖合海域及び樹

戸市地先梅以
｡

〃0“〃"casci〃〃〃α"』 5〔 な【

I 6月10～28個
ﾂj石海峡鰯と俺口罵

を除く全域

S片ど/ctonemacostα畑"』

Mesod航加腕r"ﾙｧ"鯛

5．3×10

4 0
uoc な【

1 7月】～2吟I 湾東南部梅畑

Thalassiosirasp

Rhizosoﾉe"mdF〃c“〃｛

Skeletone刀『qcostα〃醜

OlisthodiscusIuteus

Cerat池加〃〃“

360 なL

1I 7月10～17個
湾奥部を除く北部＃

力

T加ﾉﾛSsiosiraro畑ﾉロ
rｳF 1

脚力海｡”ﾉerii〃伽〃“恥ﾉ，

Skeletonet"αcostal刷加

Proroce泥"〃加加加j嗣拓"I

7.0×10コ

410 _なし



表－ 1 続 き

N 発生確認月’

14 7月10日

15 7月10日

16 7月17日

】7 7月21～271

18 7月21～311

19
7月31

～8月12L

2 0 8月6日

21 8月18～271

22 8月18日

23 8月271

24
9月2

~10月8F

25 10月23日

26 11月4～17日

27 11月17日

28 12月11日

発生海』

大和川河口沖合梅1

泉南沿岸梅I

簡奥〕

神戸地先海域と嫁』

部海1

神戸と泉佐野を結‘

線以来の海！

滴東部及びI材部海』

淡路島東岸梅j

神戸和田岬と泉大j

を結ぶ線以東の海』

筒北部海1

泉ルj沿岸海上

溝東郎海1

大和川河口沖合海』

総奥海』

西宮I

掩東部海j

プランクトン優占穐と雌大細胞密E

優 占鰯

E""eptie〃asj

Noctilucascm〃〃α"4

C〃α流ydomonassp

Noct〃図casci〃〃〃α"』

γ加lassiosirasタ

Skeletonemacostatui

Phizosoﾉ8"jadelicatui:

Eutγ幼〃β〃αsp.

Scrippsiβ〃α"“加idi

Ⅳ0“〃脚casci〃〃〃α〃

Skeleto"β耐αcastaJ〃1

T加/αssiosirasp

〃“庇加ccscm〃〃α兇

Rhizoso〃"iadelicat〃ﾉ

Rhizosoleniα舵belal

Skeletone”αcastajlJ

丁加lassiosirasp

Leptocylindrusminimu

Rhizosolβ〃iadelicatui

Proroce"〃凹加耐icar

Mesodm畑耐池6γ脚”

Ⅳ〃ysc加αserial

S陸/etone耐α“sj“皿

L〃加desmium"αriabij

Proroce"〃必沈加ica>

S方gﾉetonemac“ﾉα“】

－28－

cells/m

2.9×10'

7.1×1

1．2×1

900

4.2×10'

1．1×104

1.4×10'

912

2.8×10．

岐大発銘

海域ilrittki

20

60

10

20（

35

79（

24（

26（

2（

10

87（

40

271

l（

461

被11

の荷捌

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なL

なし

なし

なし

なし

なし



我－2昭和55年発生赤潮の総括

1．赤潮継続11数別発生確認件数
､5,一』

2．月別赤潮発生確認件激

3．赤潮柵成プランクトン別発生確認件散

プランクトン別発生硫認件数が多くな'るのは優占穂が2樋以上の混合赤潮の出現に起閑するく
０
１

，
８
Ｆ

－29－

発生期i: 5日以Iメ ‐6～10日 /11～30日 31日以上 動
画

発生実件数 l§ 21

灘呼織：
１
１

1侭 2‘ 3; 4月 5* 6月 7侭 8月 9侭 10, 11ノ 12月 計

件数 〔 8 2（

胸 プ ランクトン4 発生件融

S舵/etonemacostatum(Gre".)Cleve 13

“
ロ
４
６ 丁加ﾉasstosirasp. 6

Noctilucasci〃〃〃α"s(.Macaγ雌ey)Ehrenb. 6

Rhizosole派adelicα畑ﾉαCievi 6

Heterocapsα"ique〃a(hre"6.)Stein 4

O〃sthodiscusノuteusCaγ〃γ 2

Mesodi〃趣加γ幼γ冴加Uoｶman)Pelα、 2

1
1 Eutreptie〃αsp. 2

！ Pγor0“"〃拠加miconsEhrenb. 2

1c Ⅳ〃z“〃aseriataCteue 2

Asteromonassp. 1

Cry〆0耐onassp.

Ceratm耐んrca{.Ehrenb)Cﾉ“．etLac"加.

γ"lassiosiγαγo/〃ﾉα〃”〃‘

Rhizosoん"jahebetatαんγmasemis〆旅α（〃e"sen)Gran

Leptocy〃〃｡γ“柳i〃imusGrα〃．

L〃加des"畑廊〃αがαbileTa々α"（

Cｶﾉamydomonassp

11 Scrippsie〃α〃ochoidea{Stein)Loeblic力Ⅲ

2（ Pγoro“”γ妙〃加加j沈別"〃・加α”α8－ノebouriae



づ

S駒ﾉ“o加加α

CO〃“浬加 蕊 脆“〃“｡

“鯛Jj〃α"＄

貝塚

泉佐野

317～24
－

ヤーー一〆面

‐

鋤睡

図－2赤潮発生海域図（般大発生海域）
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少咳･明石

蕗屋他c〃畑“3面､〃〃α姉■

麹 貝塚

泉佐野

泉佐野

洲本

614～16
－

出10
･

alO～25
－ つ

つ

西宮

《
殿
‐
・
・
●
”
〃

忠

Ｎ
’
１
９
１
十
１
１

0曲

C”“8画雨苧r”

rH6地、 泉佐野
泉佐野

淵本

'V今萱̂J 7.1～2
－

胸 1 2
．〆岬

a10～28
－

胸11
グ

図－2続き
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…醗:！
肌塚

泉佐野

7．17

胸16
7‘10

－

‐

西宮

西宮

側
１
１

公
泉佐計

洲本
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－

胸17

図 － 2続き
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－
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赤潮予察調査

1）赤潮鞭毛藻Scrippsiellatrochoideaの日周鉛直運動について

矢持進・安部恒之

大阪滝に出現する赤潮生物の個体群生態と海域環境の変動との関係を肌らかにすることを目的と

して、Scrippsie〃αノァ“"i"a(.Syn・Perid加加剛〃ochoideurn)の赤潮発生時に昼夜巡

続観測を実施した。本調査は昭和55年度の赤潮予察調査として行った。

国査実施状況

1．調盃月日：昭和55年7月31日と8月1日（予備調斑)、8月4日～5日（昼夜巡統。l～

3時間間隔）

2．調盗海域；大阪海泉佐野港内（図l参照)・

3．測定項目：水温・塩分・nh,-n:-no.-+nOi-n、POC(懸濁態有機炭素）・PON（懸

濁態有槻窒衆)、Scrippsie"が．栃施赫勘諦の細胞密度蜜生蛍光値

4．測定肘（水深8.9～.9.4m)

水温・塩分・水中照度:o．1．2．3．4．5．6．7．8m

NH4－N・NO2＋NO3－N・プランクトン細胞数;o．1．2．3．4．6．8m

予備調盃については水温・塩分･‘ブランク|トン細胞密度を『0・:1．2．3．4．5．6．8m

泉佐野漣．・印；採水点
Bご

図－1調査 地点図

－35－



国査結果

結果を付表－6に示した。木期盃結果の詳細については昭和55年度赤潮予察調査報告W(瀬戸

内海プロ.ソク、水睡庁）に記載したが、その慨要は以下のとおりである。

①赤潮鞭毛藻Scrippsie〃α〃ochoideaは顕蒋な日周鉛直通勤を行い、日中は我肘に典積す

るのに対し夜間は中・下層に移動した。（図－2）

B-7.5

B－5．0

B-2.5

ロー皇一79扇器子
1 3 5 7 91416182022

図－2Sc””sjg〃α"ochoideaの日周鉛rI迦動(1980年8月4～5日、c〃ﾉs/id)

5×10' 1.5×10*Scrippsiella 1.5×10'ScrippsicllaCccllsﾉml)5x10'

5×10' 1.5×10*T･binata(cellsﾉ、

2 1 . 0 函 . 0 6 8

5×103 1.5x10*T.binata
-

21.0露.06i
皇一一

19.0 “
岸
‐
１
．
１

r雨 u′8月1II10時
｡

、ロー・‘｡

‐.‐．.~･･－．，口‘.‘．
.Thai霊匡i壷ira、．

（
Ｅ
）
唾

（
一
一
一
』

|麓
一夕

Scrippsiel

|／
、

凸
、
ｌ
ｑ
Ｂ
０
１
ｐ
１
◎
９
０
．
１
８
１
．
．
．
１
口
．
二
ｉ
・
●
０
０

６
》
一

6牌

１
１
１
．
．
１
０
’
０
○

81●

図－3殴屑形成時に於けるScrippsie〃α"ochoideαと珪藻(Thaﾉassiosiγabi"α/α）
の垂直分布（1980年7月31日、8月1日）
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②この上下通勤はlﾘlから暗への光周期より先行して発現したことから、この移動は藻のリズム性

に起因すると考えられた。

③躍肘形成時に於ける夜間と日中の垂Ⅸ分布は、本轍個体群の一部が発進した蝿肘を通過して上

下運動することを推察させた。（図－3）

④夜間にScrippsie〃α〃ochoideaが10'cells/感以上の細胞数で分布した中・下暦水中に

はNH,-NがZbaa-at/P，NO,+NOj-Nでl.Sus-at/e各以上の震度で含まれていたの

に反し、我嫡水は解存無擬態窒紫が不足凱味で、その個はNH,-Nで特に苦しかった。（図一

4．5）

L1割･-～，麓7．.ざ：

B-7.5

B－5．0

B-2.5

両
13579141618．”理

図-4NH,-N浪度の経時変化(1980年8月4～5日、U9-aim./)

B－7．5

B－5．0
宮
際
壷
．
二
二
一
一

B－2．5

1 41618勿塑 1357 時刻12
－

卿咽閏廟

図-5NO,+NO,-N濃度の縄時変化(1980年8月4～5日、ug-atm/f)
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⑤Scrippsie〃α〃ochoideaの分裂及

び接合細胞は全細胞数の0．7～4.6彫の比

率でほぼ継続的に発現するが、夜間の1時

と3時に増加傾向が認められた。この現歎吾

に関し、1時と3時を除く時間帯は接合細丑

胞が卓越するのに反し、1時と3時は分裂胃
至

細胞が支配的であった。この結果から本祁一

は夜間の1～3時に同調的に細胞分裂する

と考えられた。（図－6）

⑥発達したScrippsie〃αtroc加idea．

赤潮に於いて、その細胞当たりのPOCと

PON濃度は各々 4.8×10"'～5．6×io-'

"／“〃、7．5×10~8～9．6×10－8m／“〃マ

ー1）

図－6 Scrippsie〃α"ochoideaの

接合・分裂細胞出現比率

（1980年8月4～5日）

であり、CN原子比は6.3～7．6となった。（表

表－1単位細胞当たりのPOC、PON含量(1980年8月4日～5日〕

－

POC

m/ml

一

PON

mg/m』

｜
串
限

C:N

at加γα〃0

細胞数

“/心／池

POC

”／“〃

PON

maycell

11971．88×10*1．04×IO"'>1.79×IO"*5．56×10"'9．56×IO"'6.S

21501．47×10*0.70×10"'1.31×10"'4．77×10-'8.88×IO"'6.3

31271．45×10*0．70×10－11.08×10"'4．85×10"'7.47×IO"'7.6

41681．71×10*0.86×10"'1．31×IO"'5.04×10"'7．71×10-*7.（

各々の値は3～4サンプルの平均値｜
■
ゲ

⑦Scrippsie〃α〃ochoideaのように日中は上肘に災積し能率よく光合成するが、夜間は下

方に移動する赤潮硬毛藻は栄養物質の同化・増殖促進物質の吸収などの点で有利な生熊的特性を

．持っている。

■ 認一

－38－
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2）赤潮鞭毛藻Olisthodiscusluteusの増殖制限物質について

矢持進

大阪湾に出現する赤潮鞭毛藻の、現場梅水中に於ける増殖制限物質を明らかにすることを目的と

してAGP試験(AlgalGrowthPotential)の方法に準じて培養実験を行ったd今年度は大

阪湾の代表的な赤潮プランクトンの一棚O〃sthodiscusノuteusについて実施した。，

試 験方法′

1．拭水の採取と調整

大阪湾岸和田沖(3428'00*N・】3520'00'E、昭和55年6月16日採取)、西宮

沖(.3440'36'N・13520<00'E，昭和55年6月16日採取）及び谷川港(3419'

Ol'N・13507'30'E、昭和55年8月21日採取）に出現したOlisthodiscusluteus

の赤潮表層水をパンドン採水器又は布製バケツで採取した。採水地点を図-1に示す。拭水は採

水後直ちに実験室に持ち帰り、ワットマンGF/C漉紙で漁過後冷暗所に保存した。実験に際し

ては赤潮海水滝過液10枢をスクリューキャップ付試験管(15×15Onm)に注入し、これをコ

ントロール培地とした。更にコントロール培地に窒素・リン・ビタミン・微量金属．・キレート物

賀等を各々表－1に示した量で添加後、オートクレーブ滅菌(120℃、1．2ks/ci、20min)

し各実験用試水とした。

鍾琢 ｋａ

馬

､〃~
JワI

図－1採水地点医
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表－1補強した栄養物質斌
､

‘11’・‘

｜Cl,

l甲11凸,‘
,■ _9-

a);ビタミンmix8液1秘は塩酸チアミン2画、ニ

コチン酸1.0m、パントテンサンーCa1.0m、

P一アミノ安息香酸0.1蝿、ピチオン5.0uo、

イノシット1Omg、葉酸25u9，ビタミンBl2

0．5”、チミン8．0皿、塩酸ピリドキシン0.4叩、

ピリドキサミン2塩酸0.2mg、塩酸プトレシン

0.4叩、リポフラビン50ug，クエン酸コリン

5．0m、オロチン酸2.6”、ホリニン酸2.0/xo

を各々含む。

b);PIImetal液In砂はZnSOmhO0.23m、Mn-

CU4HiO1.44iiig、CoSO*7H*047､8〃，、

FeCI,6H,00.487噸もHjBOs11.4mg、E

DTA-2Na10叩を各々含む。

NaNO,

K̂ HPO,

0．5mg

0.0Sing

VitaminBu

Vitaminmix8

0.002u9

0.01ml3)

0．01池b）PIImetal
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０
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２
１
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EDTA-2Na 100．1必9

2．培養条件

大阪浦谷川港から分離したO〃副加discusノuteusの無菌クローン株をF/2培地で培養し

た。実験に先立ち本株を5～12日間コントロール海水培地中で培養することにより保存培地(F

／2培地）からの栄養物質の持ち込みを少なくすると共に、現場海水に対する馴化を行った。実

,験は20士1℃、5.200〃x、12明:12暗の光条件下で実施した。実験に使用するガラス器

具はすべて塩酸溶液に:一昼夜没潰したものを再蒸葡水で洗浄し、更に乾燥後350～400℃で180

分間加熱処理して用いた。O〃sthodiscusノ"teusの収量はSedgewick-Rafter計数盤を一

部改良したものを用いて1秘中の細胞数を計数することにより求めた。

結果の橿要

結果は図2～5に示されている。図2と3から明らかなように岸和田及び西宮海域の赤潮海水

(0.luteusの細胞数：岸和in～1.8×10'、西宮～1.3×1O'ce/曲／m』）に窒素・リン・ビタ

-40-



ミン期・EDTA等を補強しても

0.luteusのw航は促進されない.

が、微賦金属混液(PHmetal)

を添加すると稗しく収批が期加し

た。又、Pllmetal液を構成す

る鉄・マンガン・亜鉛・コバルト

と銅・モリブデンを各々EDTA

と共に添加してみると､_キレート

鉄の添加に明らかな瑚殖促進効果

が鯉められた°そしてこの鉄添加‘

時の収賦（西宮海水；5．7×10ﾕ、

岸和田海水：1．5×104“"s／

ml)はPIImetal添加時のそれ

（西宮海水；6．8×103、岸和田

海水:l.l×10'cells/秘）にほ

ぼ等しかった。このように鉄に瑚

殖促進効果が認められたことから､

大阪徳に於ける本刷の赤潮の発達

と拡大に際してはキレート鉄が極

めてit秘な役割を果たすと考えら

れる。

谷川港内の赤潮海水(0．lut-

”s～8．4×10'cells/ml)につ

いての実験結果でも図－4に示し

たごと<鉄による瑚殖促進効果が毒

見られているが、ただ-その収量一

（2．4×IQ'cetls/秘）はPⅡ

metal添加時の収陵(9.2×10'

cells/"世)の26影にしか過ぎな

い。PIImetalを柵成する裁量

金屈元衆を色々に組合せてコント

ロール培地に加えてみた結果は図

－5に示されている。袖強金凧に

鉄を含む培地では1.6×10'～3.1

-図－2

,巾-e

AGP試験結果（岸和ill沖海水、接祁時細胞密

度158cells/iz、接棚後11111Jの収倣）

麺4－

図－3 AGP試験結果（西窟沖海水、接靴時細胞密度

：上～222cells/城・下～269cells/ml，

上～14日目の収戯・~トー16Ml皇Iの収Ill)
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xIQ'cetls/“、鉄とマンガンを

含む培地では1．1×10*～1.3X

10'cells/mlまで収量が瑚加し

た。（鉄とホウ梁の添加区を除く）

そして後者の収撞はPHmetal

液添加時の収、に等しかった。こ

の結果は谷川港に於けるOﾉ'isjカー

odiscusluteusの瑚砿に対し

てまず鉄が制限物質として作用し、

それが充足されるとマンガンが働

らくことを示唆している。

以上のごとく大阪湾に発生する

O〃sjhodiscusluteusの赤潮

に関しては鉄が珊殖制限物質とし

て作用していることから、海水中

に於ける溶存鉄の分布と変動を把

握することが発生予察に効果的で

あると考えられる。

図－4AGP試験結果（谷川港海水、接即時細胞密度

379cells/錘、接種後18日目の収量）

COntroユ

◆Pe,EDTA

令H3mDpE庇A

◆Zn,EDTA

◇C◎。E亜A

令 E 斑 A

◆Pe.Rn.E”A

◆Pe,Kn

Co,EDTA

令PG、油n
Zn,EUTA

+Fe,Mn
砧BO,,EOTA

◆Pe,Co
E厩A

◆Pe.Zn
E画A

◆Fe.H.BOj
EmA

◆Pe,Co
Zn．E庇A

◆Pe.Co
Hnm］．E正A

◆Pe,Zn

HnBO】．E”A

◆PⅡ■etaユ

図－5微、金属液添加実験結果（谷川港海水、接祁時

細胞密度450cells/ml、接諏後18日目の収Ill)
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漁．…況調査

吉田俊一

毎月下旬、春木、岸和田、泉佐野、尾崎、淡輪、深日の各漁協における若業漁業の1日1統当り

の漁獲状況と出漁統散を調査し、その結果を府下沿岸撞協及び関係機関へ通知した。

昭棚55年l～12月における漁業輔類別の満業統数と漁猫htを付我-7に、魚m別漁猫批を付

表－8に示した。

漁菓種類別漁況

1 ．巾満網

秤水で5～11月の間に2～5統が出撤した。カタクチイワシは4月に4,000k9/日・統、8

ノlと9月には約1.000kg/日・統が漁獲されたが、6～7月及び10月以降は皆無、これに対し

てマイワシは6～9月の間漁猫が続き、6～7月の間は100.000～15,000kg/日・統が、8月

以降は急減して約700～16.000kg/日・統となった。コノシロ及びボラは8月以降に測獲され、

特に10月～11月は向秘を主体とする漁業となった。8～9月は既述の4和の他、多祁が漁狼

されたが、昨年に比較してマサパが少なく、ボラが多く抑猫された。

2．機船船びき網

2～11月に出漁し、2～5月の間はイカナゴを、5～11月はカタクチシラスを対象として

出漁した。イカナゴは昨年及びl昨年より盟漁で月平均7.200kg/日・統が、カタクチシラスは

500～2,200k9/日・統で、7月に多かった。

3．石けた網

卿年54統が、】～4月と10～12月には108統が肴業し、マコガレイ、シダ麺、エビ類

を主体に30～170kg/日・銃漁獲した。マコガレイは昨年とほぼ同数であったが、イヌノシタ

は昨年より減少した。本年は夏期にテナガダコが多獲され、8月には70kg/日・統となった。

ガザミは極めて不漁で、周年5kg/日・統以下であった。

4．えびとぎ網

泉佐野の5～20統が主としてマアナゴやエビ類を対象として5～11月に出漁し、底棲魚類

を主体に50～90kg/M・統を漁秘した。

5．板びき網

&年27統が、5～10月は66統が満業した｡2月、3月には沖の瀬漁場へ出漁した漁船は

シログチもしくはコイチを50～100kg/.日・統と多猶、7月には中部m場でテナガダコを100

kg/日・統以上漁盤した。‘叩
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板びき綱のうちスズキを主対象とするすずき調は66統のうち28続が1～4月と11～12
：‘，州，､Y

月に操業し、漁独批はスズキのほか、淡桧や深日では11月と12，月にアカエイ、マナガッオ、

シログチ、コウイカなどを漁猫した。

6．かれい辿網i

春木、泉佐野、尼崎、淡輸でマコガレイを対象に出撤した。漁期はほぼ卿年に亘るが、組合に

よっては時期的に他漁業に転換する邪もある｡．しかし、3～5月のIll]は大部分の組合で軒業し6

～10k9／日q統加狐した。

7．した述綱，

春木と深日の3～25統で6～10月の間に、イヌノシタを対象として操業し、20～11Okg

／日・統を漁礎した。

8．きす述綱

尾崎と深日の2～10統が5～8月のI!ii、キスを10～30kg/日・統加猶した。

9．磯辿網

深日の1～4統が地先で1～6〃と9～】2月のi川に操業しぎ全漁期を通じてメバル、カサゴ

を主に4～30kg/日・続を漁礎した。本年は6月に伽かではあるが、イセエビが漁護された。

1 0.沖辿網

深日の2～8統が4～6月はコウイカ矧を10～12月はシログチを対象として操業しコウイ

カ類は12kg/日・統、シログチは25～100kg/日・統を漁弧した。

11.かに処網

春木の6統が9月に出漁したが、4～5kg/日・統と不調であった．

12．囲刺網、

春木、ハ&和川及び尼崎で1～29統が6～9月のM1､ボラ、スズキを対象として操業した。

13．旅刺網

春木ではつばす流綱が7月に3統でマサパを70kg/日・統、8月には28統がスズキ（セイ

・ゴ級）を80kg/日・統とブリ（ツバス）を60kg/M・統、9月にはブリを10kg/日・統、

岸和田では9月にすずき流し網2統でスズキを10kg/日・統漁猫した。

14．小型定般綱

泉佐野、尼崎、淡嫡で3～10統が2～3月を除くjﾘⅡⅢ操業し、接岸する魚介顕を漁批したが、

本年は全般に不鋤傾向であった。

1 5.－木釣

深日でl～3統が4～7月と9月及び12月に操業した。4～5月はマコガレイを6月はマサ

パを､7ﾉjと9月はキニーセン、カサゴを､12月はマルアジが釣猫された。

1 6.ひきなわ釣，．’

タチウオを目的とし、8～12月の間に操業し、15～40kg/日・統を釣独した。
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17．はえなわ
．｛：謡：八・蛙：

ハ!和田のあなごはえなわも1~5統が2月､~4～5月及び11～12月に操業し、マアナゴ20

~75k9/日・統を鋤秘した。

18．たこつぼ1

淡輪と深日の6～13統が、各地先で川年に亘り、マグコを8～40kg/n．統漁狸した。

19.かご

8～12月の1m、泉佐野及び淡袷の地先で5～6統が操業し、主としてカサゴ、カワハギ、ウ

マズラハギを4～18kg/日・統槻猫した。
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魚類卵稚仔調査

辻野耕責

大阪湾における魚卵、椎仔魚の出現時期

出現量、分布域の把握を目的に昭和51年

度より実施している。

Ｉ

圃査方法

調狂定点（図－1）、調査方法（職ネッ

トの我屑水平災、2ノ.ソト、7分間）は昨

年と同様である。

・
門
エ

頂査結果

調査期間（昭和55年4月～56年3月）

中に出現した魚卵、稚仔魚はそれぞれ11,725

粒(13点、12カ月、のべ256曳網、l

曳網当り75．2粒)、5.270尼(1333.8

尾）であった。

月別の魚卵、稚仔魚の採災数を脚－2に

示した。魚卵では8月に雌も多く出現し、

1曳網当り370.1粒採典された。次いで5

月に多く（同303.5粒)、この間月で全体

の75影を占める。また、6，7，9月に

もl曳網当り50～60粒採災され、初旦

から初秋にかけて魚卵の多いことが判る。

秋から春には少なく、2，3月には全く採

典されなかった。

惟仔魚は、1月（冬季）に特に多く、1

曳網当り242．0足採災され、この月だけで

全体の60彫を占める。次いで6～9月の

典から初秋に多い。秋、群季には少なく、

1月を除くと、卵の出現と同傾向を示す。

Bロ■

01020kin

図-1魚噸卵稚仔調在定点
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図－2月別の魚卵、稚仔魚の採築激
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魚卵の少ない1月（冬))に稚仔魚が多いのは、この時期に採集される椎仔魚はカサゴ、〆;パル、

マコガレイ、アイナメ、クジメ、イカナゴ等卵胎生や粘着卵、沈性卵から生まれる魚廠が多1<、そ
。l）

れらの卵は鰯ネットの我胴水平曳ではほとんど採災されない（イカナゴは粘若沈性卵を生むが、沈
2）

降性が弱いので上昇流のあるところでは表肘付近までまい上がり表胴水平曳で~も採集されることが
1）

ある）ことと、特にこのI)制Wlにはイカナゴが多賦に発生し、仔魚は比較的表層を浮遊しているため
‐‘｜

に、表肘水平曳で多数採典されることによる。

月別、種類別の魚卵、稚仔魚の出現数を表－1に示した。魚卵ではカタクチイワシが雌も多く、

出現全魚卵の43影を占める。次いでコノシロ（21％）、コノシロあるいはマイワシ（3－彫）、

トカゲエソ（2彫)、サ･ｿパ（1彫）、スズキ(130、ネズッポ偶(1*)と順次少なくなるが、

この上位7轍類で全体の約70％を占める。この他に単脂球形魚卵（以後単脂卵と略す）が約25

形出現する。この【'1にはシロギス、イシモチ、タイの仲間等漁業的ｲ『川極をも含め、多数の郁頬が

混っているものと思われるが、分類出来なかった。また、多脂球形魚卵（1％）は大部分がウシノ

シタ科のものであろうが、一部を除き種の同定まで至っていない。

稚仔魚はイカナゴが突出して多く、出現全稚仔魚の約半数を占める。次いでアイナメあるいはク

ジメ(11*)、カタクチイワシ(8*)、コノシロ(8*0、クモハゼ科(5*)、イソギンポ

科（4彫)、アミメハギ（3影)、サッパ（2彫)、ネズ.ソポ偶(1*)、シロギスoao、ウ

シノシタ亜科（1彫)、マルアジ(1*)、マコガレイ(1&)と願次少なくなるが、この上位13

樋で全体の約94％を占める。他に不明稚仔が3％あった。

魚卵と椎仔魚の出現順序を比較すると、卵では全く名前が出てこないが、稚仔魚では上位を占め

るもの、卵では出現の上位にありながら稚仔i((では中、下位または全く名前のみえない棚如の多い

のがわかる。この魚卵と椎仔魚の間でこのような述いがでるのは、1つは卵胎生魚や沈性卵、粘着

卵を生む魚類があるため、もう1つは魚卵と稚仔魚の浮遊（遊泳）肘の迎いによるものと思われる。

前者には既述のとおり稚仔魚の中で最も出現htの多いイカナゴ、第2悉目に出現量の多いアイナメ

あるいはクジメ、第5冊目に多いクモハゼ科、6悉目のイソギンポ科、7番目のアミメハギ、13

稀目のマコガレイがあり、後者には魚卵の.Illで肢も出現戯の多いカタクチイワシ、第4*111に出現

批の多いトカゲエソがある。たとえばカタクチイワシは、卵は表肘での採集鼠は多いが、惟仔は表
3)4）

肘では少なく中層で多いために、表層水平曳では採集されにくい。またトカゲエソも紀伊水道にお
5）

ける調従結果から表刑水平曳では卵は入網するが、稚仔は採集されにくいといえよう。

この他に採集されやすさ、卵から稚仔への生き残り、分類技術郡の問題があろう。シロギス、ウ

シノシタ亜科、マルアジは、卵を分類出来ないために椎仔魚のみ出現している。

月別では、4月はコノシロ、コノシロあるいはマイワシ、ネズ･ソポ凪の出現が多い。5ﾉ1はコノ

シロ、カタクチイワシ、6月コノシロ、カタクチイワシ、トカゲエソ、単脂卵、7月．ノシロー

サッパ、カタクチイ､ワシ、単脂卵、8月サッパ、カタクチイワシ、クモハゼ科、アミメハギ、単

脂卵、9月カタクチイワシ、イソギンポ科、クモハゼ科、ウシノシタ亜科、単脂卵、10月力

－47－
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タクチイワシ、クモハゼ科、単脂卵、11月単脂卵、12月スズキ、1月イカナゴ、アイナ

メあるいはクジメ、2月イカナゴ、アイナメあるいはクジメ、マコガレイ、3月イカナゴの出

現が多い．

なお、調査結果の沸細は付我－9，10に示した。

文；献

1)井上明、商森茂樹、l刊行一正、小林真一、仁科飛己1967;イカナゴの漁業生物学的研究一

内海区水産研究所研究報告第25号

2)-T-m哲資1965;イカナゴ卵の浮遊性と瀬戸内海における分布．日本水産学会誌第31巻

7号

3)Iffl山県水産試験場1964;揃戸内海【I'央部における魚卵．稚魚の出現とその生態．幼稚魚生

態期光報告許1～85

4）水戸敏1965;天然海域における惟仔魚の生態．水産峨航臨時号425-30

5）堀木信男1981;紀伊水道における魚卵・稚仔魚の韮m分布について．水産瑚航第29$

2号117－124
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瀬戸内海漁業基本調_査一

林凱夫

この淵盃は、瀬戸内海における漁業生物資源の動態と漁業による利用状況を把握し、その有効利

用を図るための資源生物学的資料を得ることを目的に、水産庁の委託により実施しているものであ

る。本年も前年度に引続き、蕊幹漁業である小型底びき網漁業の主要対象種について、漁極物魚副

組成および魚体組成の計測を行なった。

個 査方法

阪南町尼崎漁協の小型底びき網漁船1隻を選定し、月に1回、全漁獲物を採取し、種類毎に尾激

と亜賦の測定を行なった。そのうち小型えび類については、種類毎に50尾の性別と体長を、ひら

め・かれい瀬については、秘瓶毎に30尾の全長を計測した。なお定数に満たないものは全数を脚

定した。

結 果

洲斑結果は、魚祁組成表、体長組成表として南西海区水産研究所に報告した｡‘このうちの漁猟秒

魚穂組成表を以下に示す。
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小型底びき網標本船の漁獲物魚稲組成表（尾崎漁協、6.0トン、15馬力、1人乗り：
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200カイリ水域内漁業資源総合調査

林 凱 夫 ・ 辻 野 耕 責

200カイリ漁業水域の設定にともない大阪湾における漁業箇脈を科学的根拠に雌づいて評価し，

漁業資源量水準、漁礎許容戯等の推計に必婆な関係資料を整術することを目的とする。

なお、この調査は、水産庁の委託により実施したものである。

1)漁獲状況、漁業資源生物調査

圏査経過

標本船調査と生物測定凋査に別れており、調在方法、および棚告淳の要領は、昭和55年度200

カイリ水域内漁業箇脱総合調査指針（潮戸内海域）に蕪づいた。以下にそれぞれの洲在対象と内右

を示す。

①標本船調査

漁業諏類

まき綱

機船船びき網

小型機船底びき網

②生物測定調交

魚極

カタクチイワシ

マ イ ワ シ

カタクチシラス

ガザミ

漁隙

春木

春木

泉佐野

尾艦

調査港

岸和田

岸和田

岸和田

泉佐野

制度区分

許：可

説：可

許可

淵在側I間

5～8J

5～11月

6～11月

6～1月

漁船規肘

19トン

5トン

5～10卜。

調査区分

体長組成

精密測定

体長組成

精密測定

体長組成

鯖密測定

輔密測定

聾（統）劉

11

l統

21

標本船期間

6～11ノ

5～12ノ

周年

調査内容

操業実態調査

(灘

調査回数 側卦

まき鞭

1<

まき縦
1

機船船びき縦

小型底びき網

標本船調査では、名標本船に漁業日雛の紀帆を依頼して、これを収集、整理し、コンピューター

災計するための細目調査表へ転記し、南西海区水産研究所へ報告した。
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生物測定調査では、対象魚種ごとに、魚体組成表あるいは粘密測定我にして、

区水産研究所へ報告したo：､.・拝･〃””{r:ノ2、:；．i。
先と同梯に南西海

結果、．

調査結果はコンピュータで処理され、以下に示す打出し結果を得た。

①標本船調査

標本船別、月別に

魚種別漁獲賦表

魚種別抑狸、組成表

漁区別漁猶批我

漁区別漁猶倣図

漁区別努力Ⅲ図

漁区別CPUE&

漁区別CPUE図

漁区別曳網面俄当り漁獲量表（底びき網のみ）

漁区別曳網面硫当り漁獲量図（〃）

②生物測定調査

体長度数分布表ならびに体長グラフ

肥満度指数分布表ならびにグラフ

熟度指数分布表ならびにグラフ（カタクチイワシ、マイワシのみ）

脊椎骨数分布表ならびにグラフ（カタクチイワシ、カタクチシラスのみ

体長、体重表

2）卵稚仔、魚群分布精密調査

胸査方法

・調査期間：昭和55年4月～56年3月

捌盃定点：浅海定線捌炎と側じ、湾内20点

採災方法：⑧B号ネットの垂tt'i曳（海底より表屑まで、

り表肘まで、曳網速度1m/sec､）

鯛 査結果

付表－11，12

－54－
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3）いわし巾着網漁業調査
1
11 hq

林 ‘凱夫

本調査は府下いわし巾着網漁業の操業状況、漁獲物、および漁場を把握するための漁業閲雄調査

として、昭和45年から実施している。なお、昭和47年から52年までは瀬戸内海漁業雄本調査、

53年以降は200カイリ水域内漁業箇腺総合調査の一つとして、水産庁より委託されているもの

である。

掴査方法

岸和11川j春木漁協のいわし巾満網漁船（漁船の規模、構成、乗組員等は昭和47年度m業報告に

記載)1統を標本船として選び、出漁日毎に調査表（漁業nife:昭和50年度1i業鰯/Irに示す）の

記入を依頼した。なお標本船は昭和45年以降同一漁船である。

国査結果および考察

調査結果は、表3いわし巾希網標本船の鱒獲物組成（昭和55年）として本文末に示すとともに、

その概略を以下に述べる。

1．加川l、出漁日数、操業101数

本年のいわし巾蒋網標本船による出漁は、7月1日から11月6日までで、この期間中59日

出漁している。月別の出鋤日数、休鋤日等については表lに示すとおりである。なお、府下のい

わし巾清網漁としては、この期間中のほか、5月中ｲﾘから6月末まで、岸和HIill春木漁協の組合

協同ﾘ業として1統が出撤している。このほかの月は標本船を含め、7月は7統、8．9月は9

統、10．11月は3統が出漁し、府下全巾着網漁船による出漁日数は377日である。

我lいわし巾若網標本船の操業状況 (昭和55年）

平均5.1回で、昨年の4.6回、及び例年の4.8[illを上凹って

昨年同様薄いことと、サバ類の来遊蛍が昨年と比べかなり減いる。と

－55－
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図1旬別漁謬 物組成

漁換量は7月1,712トン、8月569トン、9月94トン、10月488トン、11月90トンの震

2,953トンである。この漁猶量は昨年の122影ではあるが、例年（昭和45年から54年の畢

均3．824トン）との比較では77％に相当する。これは前述したように昨年同様イワシ類の少さ

いことに原因がある。旬別魚亜別漁独量は図2に示すとおりである。
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3．漁猫物の仕向け削合

主要漁靴の仕IJけ状況を表2に示す。これによると7～11月までの合計でカタクチイワシは

中羽、小羽ともほぼ餌料へ80*、加工へ20*を仕向け、マイワシはIll羽、小羽とも飼料へ

92影、鮮魚へ8彫を仕向け、コノシロは餌料へ71彫、鮮魚へ29*が仕向けられている。な

おこのほかのサバ、マアジ、ボラ、スズキ等は100*が鮮魚として出荷されている。

我2いわし巾着網仕向状況（昭和55年）

4．鋤醐

図3にカタクチイワシとマイワシの月別漁場別漁獲量を示した。これは例年同様、緯度、経度

各2分区画の漁区内における1ヶ月間の漁獲量を示したものである。7月の鋤場は、橡奥部と泉

北から泉南に及ぶ大阪府の沿岸とその沖合で、マイワシが大量に測礎されている。8月の漁場は

湾奥部と堺市から貝塚iliまでの泉北海域で、カタクチイワシ及びマイワシがともに漁猫されてい

るが、Mは少ない。9ノlは泉北海域のみ、10月は湾奥部と泉北海域が漁場となっているが、カ

タクチイワシ、マイワシとも8月よりもさらに少ない漁獲戯である。

本年の大阪徳へのマイワシの来遊量は、7月の漁獲状況からみて、例年I..1様多いと港えられる

－57－
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が、8月以降の状況から、8月上旬頃の湾内の環境変化により、その主群が湾外《紀伊水道ある

いは播磨灘）へ移動したものと恩われる°カタクチイワシについては、魚体測定、卵椎仔調迩な

どの生物調査の結果から、外海発生群の来遊もみられたが、盆的に少ないこと、また内海発生群

については、その発生量の少ないこと等が、漁穫批の少ない原因と思われる。

⑰”ﾀﾁｲ，'〃

際幾＠灘

5激
ｏ
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原・劇

O

ツマ
神#百

図3カタクチイワシとマイワシの漁場別漁穫量
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‘表3いわし巾着網漁護物組成（昭和55年度）

月・旬
出漁

日数

珊
掛

投
回

カタクチ

(中！ (小）

マイワ§

(中

"

(小）
コノシロ サ ノ く マァジ ボ スズキ

その他α

魚男
計

7‘

上旬
6

げり

｡，

漁 獲 量

組成比

CPUE

843，84（

100.0

26．370

843.840

100.(

26.37（

中伺
2

漁 獲 量

組成比

CPUE

125，16

28．

6.258

315，00

71.

15，750

920

0.2

41

441，080

lOO.C

‐22，054‐

下侮
7 q

ql

漁 護員

組成比

CPUE

400，42

93．1

12，134

26.450

6.1

so:

28（

0.1

427．150

100.（

12，944

'合計
1〔 85

漁獲量

組成比

CPUE

125.16

7.3

1，472

1.559.26

91.

18，344

26．451

1.1

31

920

0．1

1

280

0．02

1.712,070

100.<

20，141

’8月

r上旬
3

漁獲量

組成比

CPUE

120.36

78.（

4.012

4.200

2.1

140

8，301

5．J

27‘

12.901

8.4

430

7，44（

4.｛

24モ

153.20(

,100．0

5,101

中旬
3

漁獲量

組成比

CPUE

90.98(

43.’

5．352

4,50

2

26

96．040

46.（

50649

4.500

2.1

265

8,750

4.1

515

60

0.3

3§

1,35（

Q.'i

79

206,720

100.（

12.161

'下旬
6 32

漁獲量

組 成 比

CPUE

16．40（

7.§

51

7，30

3

22

7.300

3.5

22

87.401

41.’

2,73

15.001

7.2

469

131

0．

63.13

30.

1，97：

6.40

3.1

201

5．55〔

2.1

174

208.625

100.（

6，52（

合計
14 7

漁獲量

組 成 比

CPUE

107.38

19.’

1，359

11.81

2

14

216.40

38．

2，739

16．000

2.8

20

95.701

16．1

1，21

27.901

4.9

353

131

0.o:

71，88

■昭
馴

7,00’

1.2

89

14.345

2.【

18!

568,545

100.0

7，191



表3つづさ

０
１
一
一
０
１

月・旬
●
＃
３

出
日

投鞭

回豊

カタクチ

(中 (小）

マイワシ

(中

4

(小
コノシロ サハ マァジ ボラ スズキ

その他ﾛ

魚奥
計

9月

上伯
21

漁 獲 量

組 成 比

CPUE

67,20

76‘

2，58ピ

4.000

4．

154

5，65

6.4

21‘

60

0．7

23

2，15〔

Ｊ
“
．
炉
■
』

２
８

1.300

1.［

5〔

7，46

8.4

28

88,360

100.C

3，39（

中も

炉
・
し

漁穫量

組 成 比

CPUE

3，20’

55.'

1．06

2，40

42.0

800

12i

2.1

40

5，72

100.

1.90

へ露．
ロロ

22

漁穫蛍

組成比

CPUE

67.201

71．

2，317

3．201

3.ィ

111

40000

4.’

138

8，05

8.6

27f

60

0.6

21

2.150

2.3

74

1，30

1.4

4!

7．581

8.1

26

94.080

100.1

3.24,

10月

上も

Ｐ
ｊ 31

漁 獲 量

組成比

CPUE

400

0.1

4.2卯

1.’

120

251,646

94‘〔

7.19

5，94〔

2

17(

5，517

2．

158

267，717

100.1

7，641

中衝

Ｐ
い
」 25

漁獲量

組成比

CPUE

16.53

■加
馴

137.69

84.4

5.50

4，563

2.I

18〔

4，467

2．

17（

163.254

100.（

6.53:

ド旬
4 20

漁 獲 量

組 成 比

CPUE

1.8OC

3.1

9（

49.200

85.〔

2，461

3.161

5.I

158

3，19（

5.

16（

57，361

100.1

2，861

合計
Il 80

漁獲量

組成比

CPUE

2.200

0.5

28

20,747

4.;

259

438，537

89．8

5.48;

13，671

2.1

171

13.18

2.‘

165

488，337

100.(

6.10!

11月

上伺
4 20

棚痩量

組成比

CPUE

86，411

96.2

4．32

2，236

2（

112

1.17C

1.1

51

89,81（

100.（

4，491

合引
4 20

盤蝿

組成比

CPUE

86，411

96．2

4．32

2，236

2.5

112

1，17〔

1.I

5'

89,81（

100.(

4，49K

総合計 58 29：

漁 盤 量

組成比

CPUE

176，78

6.〔

60

15.00(

Ｆ
ｂ
Ｌ
ｑ
４

０
５

345，56

11.

1，179

1.596.00

54.（

5，447

655，147

22．2

2，231

44，72ビ

1.5

153

735

0．02

88‘381

3.0

302

8.301

0.I

2

22.2（

0．

7〔

2，952，848

100.1

10，07（



4）イワシ類生物調査

辻 野 耕 責

昨年に引き暁き実施した。なお、この調査は200カイリ水域内加業資鯨総合訓壷の一部である。

国査方法

200カイリ水域内漁業資醗総合調在と同じ。

国査結果

カタクチイワシ

1．卵、仔魚

年別のカタクチイワシ卵の採災数を図-1に示した。昭和49年に岐低(1曳網当り3．7粒）

となった卵は、その後恥加傾向を示し、52年には岐商(1曳網当り70.3粒）を示した。しか

し、翌53年より減少傾向が普しく、54年には、1曳網当り4．2粒と49年の水噸にまで低下、

本年は54年をさらに下回り、71曳網当り0．7粒となった。そのため、これらの成艮群を対象に

操業するパッチ網漁は全休に不振で、春、又シラス抑が全域で曲:可となった51年（以liijは秋シ

ラス漁のみ全域で杵可）以降、岐低となった。

80

｛
エ
叩
》
一
亜
叩
｝
一
ｎ
Ｕ

６

４

２

１
曳
網
当
り
の
採
集
卵
数
（
粒
）

495051525354

年度（昭和）

年別のカタクチイワシ卵の採典数

５4748

図－1
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月別の卵、仔魚の出現数を図－2に示した。卵は5～10月に出現しざ.6月に娘も多く、1曳

網当り2．7粒採典された。次いで9月（同2.2粒）、10月（同2.1粒）に多く、5，7，8月

には少ない。4月、11～3月には全く採集されなか・った°54年は、4～12月、3月に出裂

し、また6，8月に顕著なピークを有する双峰型で、出現状況に変化がうかがえる。6月に主と

して採典された卵は、前年の夏または秋季発生群により産卵されたものと推察され、54年を大

きく下回り、その成及群を対象に操業されるシラス鋤も、7月に一時期多猶されたものの、全体

に低水醜で推移した。9，10月に採災された卵は、主に前年の秋季発生群の産卵によるものと

推察され、例年および低水準であった54年をも、大きく下回った。この成長群を対象に操業す

る秋シラス漁も不振であった。

仔魚は6～10月、12月に出現するが、いずれの月も少なく、最高が6月の1曳網当り1.1

尾である。8，9，10月はl曳網当り0．4～0.5足でほぼ同数出現、7、12月はそれぞれl

曳網当り0．2足、0．1尼と非常に少ない。

４
４

１
４

１
曳
網
当
り
の
採
集
数
（
粒

一一一○一一一カタクチイワシリ

－－●一一一カタクチイワシ仔魚

k
ー

0

45678910111212i

月

図－2月別のカタクチイワシ卵、仔魚の出現数

月別の卵、仔魚の分布を図－3，4に示した。卵、仔魚ともに出現数が少ないために、54年
込 日

との間に顕普な差異は認められないが、卵では寺出現数の多い6，9月に限っては、･本年は、締
、

南部に出現が多く、54年と繊相を異にしているのが判る。"'

なお、月別、定点別の卵、仔魚の採災結果は200カイリ水域内資源縫合調査、付表-12に

示してある。

－62‘＝



…；④
Ⅱ

■
■
■
■
■
■
■
■
■

二
■
二
■
一
■
■
■
■
一
■
一
■

； ；
〆F淀QOOrロ

"""*OSAKARAYSmio.-C

lダ

；
鞄

tor

騨黒§叩‘｡

h巴

図－3カタクチイワシ卵の分布

採築個体数(・粒)⑬ネット垂直曳

国l～4Hm5～9目囲10~
－63－



SmoE

sum

lグー

Ni屯hDJEm0y■

廻、く(,鍾名I

』記

恥《〕SAKABj

D k m 2 『

“隠し髪魚

織鼠鳥無私畔
JkE

"･彰f今今suM鰯鍾葱

鵬犠懲”
J 、

h"ｰ

ハ ヴ

緑ツ
ヒジ／

NB$him叩y4

稲

恥OSAKABj

没¥も髪魚

mkm’■．

減笥hin4〕m8y:。

“、し髪塞

唾OSAKARメ

J、2f

図－4 カタクチイ，ワシ仔魚の分布

採集個体数(尾）⑭ネット垂n'i曳

圃’～<'mmis～
－64－



表－1カタクチイワシ粘密測定結果

※1IGW/(BW-GW)1×100il-2(BW/BL')×100

マイワシ

1．卵、仔魚

マイワシと同定の出来る恥体形成期以降、発生後期の卵は、図－6に示したように、5月下旬

には総ネットによる表胸水平曳により、神戸港沖で2粒、6月上旬には③ネットの垂ft曳により

淡路烏志筑沖で5粒採集された。仔魚は6，12月に砿ネットにより泉南巾樽井沖でそれぞれ8

足、2尾が、3月には⑬ネットにより淡路烏洲本市沖で1足採築されたが、出現数は、卵、仔魚

－65－

採卿

月旧
調炎力 平均体仏

(函‘

鰹ﾘmi

4 不り

性別熟1m術数※

9

平雌 範囲 ｡､ド均 範囲

〃
４
名

平
晦
か

ｈ
●
グ

性別肥満度指呂

§ 水I

平j

芥椎骨1

5．27

6．4

6．6

8．8

谷川
(岬町j

祥木
畔和mm

ｌ
，

谷
春

1020±0.7C

０
２
０

４
α
８

艇
塞
準

９
９
７

Ｉ
：
’
３ I

4.30±0.40

68辻2.17

5.34±491’

2r5±1.10’

4.蛇～4.§

5.19～92

0.5←152

0.48～5.（

5.低士000

7.砺士26図

6.17±0．00

”2±1.0劇

5.41

3.83～10.1：

6,1’

054～4．51

虹
唯
”
職

０
１
１
１

0.知

1.013

1.151

1,145 1．12

卵
醒
姻
”

０
０
０
０

畦
吐
廷
畦

３
Ｊ
２
４

幅
“
妬
幅



Z名，

稲

＝瓜溌AKARf一

ハロ ハロ

山、玲鍾癌&

』稲 』記

魔
麺Iqx．

心…OSAKABAY*…0心

Dm副悩画さ、グー
・
一
色Ｉ

gj，く(,感私

鋤01

-昼 ]と■

図－61マイワシ卵、仔魚の出現海域

－66－


